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反
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１
０
４
７
名
解
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撤
回
！

６９号
2016 年２月15 日

　
私
た
ち
は
全
国
各
地
で
署
名
運
動

を
展
開
し
、
職
場
や
街
頭
で
訴
え
、

全
国
の
大
変
な
努
力
に
よ
っ
て
昨
年

６
月
７
日
の
全
国
集
会
で
署
名
10
万

筆
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
最
高

裁
決
定
を
強
制
し
た
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
。

　
最
高
裁
段
階
で
は
、
Ｊ
Ｒ
設
立
委

員
長
が
不
採
用
基
準
の
策
定
を
指
示

し
て
い
た
決
定
的
証
拠
（
暴
か
れ
た

真
実
）
を
突
き
付
け
ま
し
た
。
国
鉄

改
革
法
23
条
第
５
項
は
、
設
立
委
員

の
行
為
は
承
継
法
人
Ｊ
Ｒ
の
行
為
で

あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　
国
鉄
改
革
法
そ
れ
自
身
が
Ｊ
Ｒ
に

法
的
責
任
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
す
。
こ
こ
に
国
鉄
改
革
法
は

決
定
的
に
破
綻
し
た
の
で
す
。

　
こ
れ
は
30
数
年
に
及
ぶ
国
鉄
分

割
・
民
営
化
反
対
闘
争
に
お
け
る
画

期
的
な
地
平
で
す
。

　
政
府
は
一
貫
し
て
〈
国
鉄
分
割
・

民
営
化
の
法
的
根
拠
は
国
鉄
改
革

法
。
こ
の
法
の
枠
組
み
が
あ
る
限
り

不
当
労
働
行
為
に
よ
る
解
雇
で
は
な

い
〉
と
し
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
資
本

も
ま
た
裁
判
な
ど
で
「
不
当
労
働
行

為
は
旧
国
鉄
が
行
っ
た
こ
と
で
Ｊ
Ｒ

各
社
に
そ
の
責
任
は
な
い
」
と
居

直
っ
て
き
ま
し
た
。

　
最
高
裁
判
所
は〈
暴
か
れ
た
真
実
〉

に
つ
い
て
肯
定
も
否
定
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
裁
判
所
と
し
て
不
採
用

基
準
の
策
定
が
不
当
労
働
行
為
で
あ

る
こ
と
を
認
め
た
上
に
、
そ
れ
を
指

示
し
た
の
が
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
長
で
あ

る
こ
と
に
言
及
す
れ
ば
、
ま
さ
し
く

国
鉄
改
革
法
の
規
定
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
に

法
的
責
任
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
し

か
な
い
か
ら
で
す
。

　
最
高
裁
判
所
の
沈
黙
こ
そ
が
最
も

雄
弁
に
国
鉄
改
革
法
の
破
綻
を
語
っ

て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
こ
こ
に

国
鉄
改
革
法
を
決
定
的
に
打
ち
破
っ

た
の
で
す
。

　
同
時
に
私
た
ち
は
、
国
鉄
改
革
法

に
対
す
る
拭
い
が
た
い
敗
北
主
義
を

決
定
的
に
打
ち
破
り
ま
し
た
。

　
国
鉄
改
革
法
を
め
ぐ
っ
て
は
国
労

は
１
９
９
９
年
に
国
鉄
改
革
法
を
承

認
し
、
01
年
に
は
「
Ｊ
Ｒ
に
法
的
責

任
な
し
」
の
４
党
合
意
を
受
諾
し
ま

し
た
。
２
０
１
０
年
の
政
治
和
解
で

４
者
４
団
体
は
、
謝
罪
も
解
雇
撤
回

も
な
い
ま
ま
す
べ
て
の
訴
訟
を
取
り

下
げ
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
一
貫
し
て
い
る
の
は
「
国

鉄
改
革
法
に
は
勝
て
な
い
」
と
い
う

敗
北
主
義
と
「
Ｊ
Ｒ
に
法
的
責
任
な

し
」
へ
の
屈
服
に
基
づ
く
政
治
和
解

路
線
で
し
た
。

　「
Ｊ
Ｒ
に
法
的
責
任
あ
り
」を
高
々

と
掲
げ
、
直
接
Ｊ
Ｒ
資
本
に
対
し
て

解
雇
撤
回
を
要
求
す
る
運
動
を
展
開

す
る
意
義
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
国
鉄
１
０
４
７
名
の

解
雇
撤
回
と
Ｊ
Ｒ
採
用
を
要
求
す
る

新
た
な
署
名
運
動
を
開
始
し
ま
す
。

１
０
４
７
名
全
員
の
解
雇
撤
回
・
原

職
復
帰
の
責
任
を
Ｊ
Ｒ
に
と
ら
せ
ま

す
。
こ
れ
は
労
働
運
動
の
側
か
ら
国

鉄
分
割
・
民
営
化
に
決
着
を
つ
け
る

新
た
な
闘
い
で
す
。

を
強
行
し
、「
緊
急
事
態
条
項
」
な

ど
を
突
破
口
に
夏
の
参
院
選
で
改
憲

を
争
点
に
し
て
正
面
突
破
を
狙
っ
て

い
ま
す
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
局
が
は
じ
ま

る
中
で
、安
倍
政
権
は
暴
力
的
に〝
労

働
構
造
改
革
〟
と
改
憲
・
戦
争
に
突

き
進
ん
で
い
ま
す
。
も
は
や
何
も
か

も
が
限
界
を
超
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

労
働
者
階
級
の
意
識
が
一
変
し
、
根

底
か
ら
の
怒
り
と
行
動
力
が
解
き
放

た
れ
る
時
が
来
て
い
ま
す
。
歴
史
が

動
き
出
す
時
代
の
到
来
で
す
。

　
国
鉄
闘
争
の
新
た
な
闘
い
の
使
命

は
、
新
自
由
主
義
の
出
発
点
で
あ
る

国
鉄
分
割
・
民
営
化
が
根
本
的
に
間

違
っ
て
い
た
こ
と
を
全
社
会
に
暴
き

出
し
、
闘
う
べ
き
時
期
と
課
題
に
労

働
組
合
が
決
然
と
闘
え
ば
、
労
働
者

が
団
結
し
て
闘
う
こ
と
は
可
能
で
あ

る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
す
。

　
新
自
由
主
義
の
崩
壊
が
生
み
出
す

現
実
と
矛
盾
の
中
に
こ
そ
労
働
運
動

再
生
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
国
鉄

分
割
・
民
営
化
以
来
の
大
転
換
的
な

内
外
情
勢
と
切
り
結
び
、
新
た
な
議

論
と
行
動
を
開
始
し
、
新
た
な
国
鉄

闘
争
を
先
頭
に
反
撃
を
開
始
す
る
と

き
が
来
た
の
で
す
。

　
動
労
千
葉
の
鉄
建
公
団
訴
訟
は
昨

年
６
月
30
日
、
つ
い
に
最
高
裁
判
所

を
し
て
〈
不
当
労
働
行
為
意
思
の
も

と
に
不
採
用
基
準
が
策
定
さ
れ
た
〉

こ
と
を
明
確
に
認
め
さ
せ
ま
し
た
。

ＪＲに法的責任あり
闘いはこれからだ！
新たな署名運動スタート

　
１
０
４
７
名
の
解
雇
撤
回
・
採
用
を
Ｊ
Ｒ
に
求
め
る
新
署
名
運
動
を

開
始
し
ま
す
。
30
数
年
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
闘
争
は
、「
Ｊ
Ｒ

に
責
任
あ
り
！
」
の
決
定
的
な
地
平
を
掲
げ
て
直
接
Ｊ
Ｒ
資
本
に
対
し

て
解
雇
撤
回
・
原
職
復
帰
を
要
求
す
る
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
ま
す
。

10
万
筆
を
達
成
し
た
最
高
裁
署
名
を
超
え
る
署
名
運
動
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。（
事
務
局
）

「
Ｊ
Ｒ
に
法
的
責
任
あ
り
」の
本
丸
決
戦

新
自
由
主
義
と
闘
い
労
働
運
動
再
生
を

　
こ
の
新
た
な
闘
い
は
、
安
倍
政
権

に
よ
る
派
遣
労
働
の
全
面
解
禁
や
残

業
代
ゼ
ロ
制
度
、
金
銭
解
雇
制
度
な

ど
の
労
働
法
制
の
大
改
悪
、
さ
ら
に

は
改
憲
・
戦
争
に
対
す
る
反
転
攻
勢

の
闘
い
で
す
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
か
ら
29
年
、

民
営
化
と
外
注
化
、
非
正
規
雇
用
化

が
全
社
会
を
覆
い
、
非
正
規
労
働
者

が
４
割
を
突
破
し
、
月
10
万
円
以
下

で
生
活
す
る
人
が
２
千
万
人
を
超
え

ま
し
た
。
社
会
保
障
や
地
域
社
会
が

崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
軽

井
沢
バ
ス
事
故
な
ど
深
刻
な
安
全
崩

壊
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
東
や
東
ア
ジ
ア
・
朝
鮮
半
島
を

め
ぐ
る
戦
争
情
勢
が
拡
大
・
深
化
す

る
中
で
、
安
倍
政
権
は
安
保
法
制
定

最
高
裁
署
名
を
超
え
る
署
名
運
動
に
！

　
い
よ
い
よ
本
丸
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
資
本

に
対
し
て
ス
ト
レ
ー
ト
に
「
解
雇
撤

回
・
Ｊ
Ｒ
採
用
」
を
要
求
す
る
運
動

と
な
り
ま
す
。
30
年
を
超
え
る
国
鉄

分
割
・
民
営
化
反
対
闘
争
の
画
期
的

な
地
平
で
あ
り
、
新
た
な
闘
い
の
展

開
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
全
国

で
訴
え
て
具
体
的
行
動
と
し
て
署
名

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
高
裁
署
名
を
超
え
る
署
名
運
動

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
定

数
の
署
名
を
集
め
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ

の
要
請
行
動
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
し
ま
し

た
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
署
名
運
動
の
取
り
組
み
を
訴
え
る

呼
び
か
け
人
（
団
体
）、賛
同
人
（
団

体
）
を
広
く
募
り
、
最
高
裁
署
名
を

超
え
る
陣
形
を
つ
く
り
だ
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
呼
び
か
け
・
賛
同

用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
署
名
用
紙
や
呼
び
か
け
・
賛
同
用

紙
は
、
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
６
月
に
は
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
の

全
国
集
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
国

鉄
闘
争
の
新
た
な
発
展
の
た
め
に
も

非
常
に
重
要
な
集
会
で
す
。
署
名
運

動
の
成
功
と
動
労
総
連
合
の
建
設
を

前
進
さ
せ
、
全
国
集
会
を
成
功
さ
せ

よ
う
。

　
新
署
名
運
動
の
全
国
的
な
展
開
と

Ｊ
Ｒ
職
場
で
の
外
注
化
阻
止
や
被
曝

労
働
拒
否
の
闘
い
を
先
頭
に
、
国
鉄

闘
争
の
新
た
な
運
動
と
運
動
体
を
拡

大
さ
せ
よ
う
。

　
署
名
運
動
の
重
要
な
獲
得
目
標
の

一
つ
は
、
地
域
と
職
場
で
組
織
的
運

動
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
で
す
。
国
鉄

闘
争
全
国
運
動
、
動
労
千
葉
を
支
援

す
る
会
の
会
員
拡
大
を
訴
え
ま
す
。

出
向
命
令
無
効
確
認
訴
訟  

第
14
回
弁
論

	

２
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）
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Ｊ
Ｒ
を
め
ぐ
る
情
勢
が
あ
ら
ゆ
る

面
で
激
変
し
て
い
ま
す
。

　
背
景
に
は
国
鉄
分
割
・
民
営
化
体

制
の
劇
的
な
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
資
本
は
こ

の
矛
盾
と
危
機
に
対
し
て
「
第
２
の

分
割
・
民
営
化
」
と
で
も
い
う
べ
き

攻
撃
に
よ
っ
て
延
命
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
ま
す
ま
す
Ｊ

Ｒ
の
危
機
と
矛
盾
を
深
め
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　「
第
２
の
分
割
・
民
営
化
」
攻
撃

の
柱
は
、
鉄
道
業
務
の
全
面
外
注
化

で
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は「
水
平
分
業
」

を
徹
底
的
に
推
し
進
め
、
駅
の
全
面

外
注
化
、
運
転
士
・
車
掌
も
含
め
た

鉄
道
事
業
全
体
の
外
注
化
・
別
会
社

化
に
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。

　
す
で
に
、
Ｊ
Ｒ
本
体
を
全
面
外
注

化
す
る
た
め
に
、
先
行
し
て
グ
ル
ー

プ
企
業
の
大
再
編
・
雇
用
・
賃
金
破

壊
、転
籍
攻
撃
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

社
会
全
体
の
総
非
正
規
職
化
の
軸
に

Ｊ
Ｒ
「
第
２
の
分
割
・
民
営
化
」
攻

撃
が
据
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。  

　
外
注
化
の
最
大
の
矛
盾
は
事
故
問

題
で
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
清
野
会
長

は
新
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て

「（
２
０
１
５
年
は
）
安
全
を
担
う
事

業
者
と
し
て
、
原
点
を
見
つ
め
直
し

た
１
年
だ
っ
た
」
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昨
年
３
月
の
ダ
イ
改
の
目
玉
で

あ
っ
た
上
野
東
京
ラ
イ
ン
は
開
業
以

来
３
０
０
日
連
続
の
列
車
遅
延
を
引

き
起
こ
し
、「
経
営
構
想
Ⅴ
」
の
最

大
の
施
策
で
あ
っ
た
山
手
線
新
型
車

両
は
運
行
当
日
に
ト
ラ
ブ
ル
続
発
で 

運
行
停
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
決
定
的
だ
っ
た
の
が
昨
年

４
月
の
秋
葉
原
―
神
田
間
の
電
化
柱

倒
壊
事
故
で
し
た
。
こ
の
事
故
が
昨

年
９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
秋
葉
原

駅
の
全
面
外
注
化
を
大
幅
に
遅
ら
せ

て
い
ま
す
。 

　
同
じ
く
、
新
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

冨
田
社
長
は
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー

プ
は
今
、
さ
ま
ざ
ま
な 

『
変
化
点
』

に
直
面
し
て
い
る
」
と
繰
り
返
し
、

特
に
大
き
な
「
変
化
点
」
は
「
大
量

退
職
」の
問
題
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　「
大
量
退
職
」
と
い
う
国
鉄
分
割
・

民
営
化
の
根
本
矛
盾
が
、
事
故
問
題

の
爆
発
と
し
て
Ｊ
Ｒ
を
徹
底
的
に
追

い
詰
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
全
面
外
注
化

以
外
に
生
き
残
る
道
は
な
い
と
清
野

も
冨
田
も
言
っ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
と
安
全
の
崩
壊
は
「
第
２
の

分
割
・
民
営
化
」
攻
撃
の
ア
キ
レ
ス

腱
で
あ
り
、
反
合
理
化
・
運
転
保
安

闘
争
路
線
と
職
場
で
の
闘
い
が
今
ほ

ど
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
し
か
も
外
注
化
に
よ
る
雇
用
と
安

全
崩
壊
は
、
軽
井
沢
ツ
ア
ー
バ
ス
事

故
に
見
ら
れ
る
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、

格
安
航
空
、
建
築
や
食
品
業
界
な
ど

す
べ
て
の
産
業
に
わ
た
る
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
第
２
の
分
割
・

民
営
化
」
と
の
闘
い
は
、
全
産
別
に

共
通
す
る
闘
い
で
す
。

　
東
京
が
決
戦

　「
第
２
の
分
割
・
民
営
化
」
と
の

闘
い
は
、
東
京
が
決
戦
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
会
長
の
清
野
は
、「
東
京

圏
の
成
長
と
地
方
創
生
は
車
の
両

輪
」
と
打
ち
出
し
ま
し
た
。「
地
方

創
生
」
と
は
ロ
ー
カ
ル
線
切
り
捨
て

で
あ
り
、
そ
の
核
心
に
３
・
26
北
海

道
新
幹
線
開
業
が
あ
り
ま
す
。

　
新
幹
線
開
業
は
一
方
で
「
国
鉄
分

割
・
民
営
化
後
は
手
を
つ
け
な
か
っ

た
赤
字
路
線
の
整
理
に
踏
み
切
る
」 

（
２
０
１
５
年
12
月
26
日
付
日
経
新

聞
）
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
方
切
り
捨
て
と
い
う
「
選
択
」

は
同
時
に
人
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
東
京

へ
の
さ
ら
な
る
「
集
中
」
で
す
。 

　
そ
の
象
徴
に
、
新
宿
駅
、
渋
谷

駅
、
横
浜
駅
の
周
辺
再
開
発
を
打
ち

出
し
、
一
体
で
す
べ
て
の
駅
の
全
面

外
注
化
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
安
全
崩

壊
と
雇
用
破
壊
に
対
す
る
怒
り
が
東

京
圏
に
集
中
し
ま
す
。
首
都
圏
の
闘

い
が
「
第
２
の
分
割
・
民
営
化
」
と

の
闘
い
の
要
で
す
。 

尚
宏
（
昭
和
女
子
大
教
授
）
は
、「
正

社
員
の
働
き
方
を
改
革
し
、
非
正
規

社
員
と
の
働
き
方
の
壁
を
引
き
下
げ

る
こ
と
が
本
来
の
労
働
市
場
改
革
の

方
向
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
攻
撃
の
核
心
で
す
。
正
規

と
非
正
規
の
分
断
を
あ
お
り
、 

労
働

組
合
を
解
体
す
る
こ
と
で
総
非
正
規

化
を
お
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。 

　

　
今
春
闘
を
め
ぐ
っ
て
は
、
連
合
は

昨
年
の
「
ベ
ア
２
％
以
上
」
の
要
求

を
「
２
％
程
度
」
と
引
き
下
げ
、 

自

動
車
や
電
機
な
ど
主
要
製
造
業
の
労

働
組
合
で
構
成
さ
れ
る
金
属
労
協
は

「
経
済
情
勢
を
考
慮
」
し
、
ベ
ア
要

求
を
昨
年
要
求
の
６
０
０
０
円
以
上

か
ら「
３
０
０
０
円
以
上
」へ
と
早
々

と
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
非
正
規
雇
用
や
中
小
企
業

の
「
底
上
げ
と
格
差
是
正
」
の
た
め

だ
と
、
安
倍
と
同
じ
論
理
で
言
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
の
新

た
な
闘
い
は
、
安
倍
政
権
に
よ
る
派

遣
労
働
の
全
面
解
禁
や
残
業
代
ゼ
ロ

制
度
、
金
銭
解
雇
制
度
な
ど
の
労
働

法
制
の
大
改
悪
、
さ
ら
に
は
改
憲
・

戦
争
に
対
す
る
反
転
攻
勢
の
闘
い
で

す
。

労
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
抵
抗
闘
争 

が
職
場
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
動
労
本
部
が
民
営
化
の
先

兵
に
転
落
し
、
国
労
本
部
も
有
効
な

闘
い
を
提
起
す
る
こ
と
な
く
後
退
し

て
い
っ
た
結
果
、
わ
ず
か
１
～
２
年

で
動
労
千
葉
・
動
労
総
連
合
以
外
の

国
鉄
労
働
運
動
は
為
す
術
な
く
崩
れ

て
い
っ
た
の
で
す
。

　
同
じ
こ
と
は
派
遣
法
で
も
言
え
ま

す
。
当
時
の
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
（
当
時

Ｕ
Ｉ
）
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後 

に
「
派
遣
切
り
」
が
問
題
に
な
っ
た

と
き
に
、
労
働
者
が
個
別
の
争
議
を

始
め
た
企
業
に
乗
り
込
ん
で
「
組
合

に
加
盟
し
な
い
も
の
、
お
よ
び
組
合

か
ら
除
名
さ
れ
た
も
の
は
原
則
と
し

て
解
雇
す
る
」
と
い
う
ユ
ニ
オ
ン

シ
ョ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
で
争
議
を
つ

ぶ
し
て
歩
き
ま
し
た
。

　
こ
の
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
指
導
部
が

派
遣
法
改
悪
を
全
部
主
導
し
て
き
た

の
で
す
。

　
闘
い
は
結
局
、
労
働
組
合
の
問
題

に
帰
着
し
ま
す
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
か
ら
30
年
が

経
っ
て
も
敵
は
国
鉄
闘
争
を
つ
ぶ
す

こ
と
が
で
き
ず
、
階
級
的
労
働
運
動

の
前
進
は
「
連
合
を
分
裂
さ
せ
よ
」

と
言
わ
し
め
る
と
こ
ろ
ま
で
敵
を
追

い
込
ん
で
い
ま
す
。

　
労
働
者
の
総
非
正
規
職
化
で
労
働

者
の
団
結
を
最
後
的
に
解
体
し
よ
う

と
す
る
攻
撃
に
、
私
た
ち
は
国
鉄
闘

争
の
新
た
な
署
名
運
動
と
動
労
総
連

合
の
全
国
的
建
設
で
、
膨
大
な
労
働

者
の
根
底
的
な
怒
り
と
結
び
つ
こ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
全
国
９
カ
所
の
２
・
14
国
鉄
集
会

の
成
功
か
ら
新
た
な
国
鉄
闘
争
開
始

し
、
改
憲
・
戦
争
と
Ｊ
Ｒ
ダ
イ
改
・

安
倍
の
労
働
法
制
大
改
悪
と
闘
う
16

春
闘
を
、
職
場
か
ら
の
ス
ト
ラ
イ
キ

を
軸
に
闘
お
う
。

　
事
故
多
発
が
外
注
化
の
最
大
の
矛
盾
に

　
分
割
・
民
営
化
以
来
の
大
転
換
攻
撃

面
解
禁
で
あ
り
、
文
字
通
り
「
正
社

員
ゼ
ロ
」
―
労
働
者
の
総
非
正
規
化

で
す
。

　「
残
業
代
ゼ
ロ
法｣

「
解
雇
の
金

銭
解
決｣

「
国
家
戦
略
特
区
」
を
合

わ
せ
た
４
つ
の
労
働
改
悪
攻
撃
は
、

韓
国
と
同
じ
く
、
ど
れ
一
つ
を
と
っ

て
も
ゼ
ネ
ス
ト
の
テ
ー
マ
に
な
る
よ

う
な
重
大
な
攻
撃
で
す
。

　
階
級
の
分
断

　
核
心
は
労
働
者
の
団
結
し
た
闘
い

を
解
体
し
、
労
働
組
合
を
破
壊
す
る

　
そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
「
第
２
の
分
割
・

民
営
化
」
攻
撃
と
の
闘
い
は
、
安
倍

の
労
働
法
制
大
改
悪
と
の
闘
い
と
一

体
で
す
。
と
り
わ
け
「
労
働
者
派
遣

法
撤
廃
」
は
国
鉄
改
革
法
を
打
ち
砕

く
闘
い
と
一
つ
で
す
。

　
労
働
者
派
遣
法
は
国
鉄
改
革
法
と

同
じ
年
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
労
働
者
派
遣
法
は
「
使
用
関
係
」

と
「
雇
用
関
係
」
を
分
離
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
労
働
時
間
や
賃
金
な
ど
労

働
条
件
の
決
定
か
ら
労
働
者
を
排
除

し
、
奴
隷
的
な
人
身
売
買
、
賃
金
の

ピ
ン
ハ
ネ
を
横
行
さ
せ
た
戦
前
の

「
労
働
者
供
給
事
業
」
を
現
代
に
復

活
さ
せ
、『
女
工
哀
史
』
や
『
蟹
工
船
』

の
よ
う
な
労
働
を
全
社
会
に
蔓
延
さ

せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
派
遣
法
は
労
働
基
準
法
の
根
幹
を

打
ち
砕
く
決
定
的
意
味
を
持
ち
、
国

鉄
分
割
・
民
営
化
と
一
体
で
、
そ
の

後
の
労
働
規
制
緩
和
、
団
結
破
壊
の

出
発
点
と
な
っ
た
の
で
す
。 

　
昨
年
の
派
遣
法
大
改
悪
は
「
85
年

制
定
以
来
の
大
転
換
」
と
報
じ
ら
れ

て
い
る
と
お
り
、
労
働
者
派
遣
の
全

こ
と
で
す
。

　
派
遣
法
の
改
悪
と
同
時
に
、
正
社

員
と
非
正
規
職
の
分
断
が
狙
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
安
倍
政
権
は「
一
億
総
活
躍
社
会
」

の
実
現
の
柱
に
「
正
社
員
と
非
正
規

労
働
者
の
格
差
賃
金
是
正
を
目
指

す
」と
し
た「
同
一 

労
働
同
一
賃
金
」

を
掲
げ
ま
し
た
。
昨
年
の
派
遣
法
改

悪
と
同
時
に
「
同
一
労
働
同
一
賃
金

推
進
法
」が
国
会
成
立
し
て
い
ま
す
。

　
竹
中
平
蔵
と
と
も
に
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」
論
を
唱
え
て
き
た
八
代

　
組
織
拡
大
の
16
春
闘
に
立
ち
上
が
ろ
う

　
国
鉄
闘
争
の
新
た
な
闘
い
の
使
命

は
、
新
自
由
主
義
の
出
発
点
で
あ
る

国
鉄
分
割
・
民
営
化
が
根
本
的
に
間

違
っ
て
い
た
こ
と
を
全
社
会
に
暴
き

出
し
、
労
働
者
は
団
結
し
て
闘
え
ば

勝
て
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
、
私
た
ち
が
組
織
拡
大
の
一
点

に
か
け
て
闘
う
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
派
遣
法
改
悪
が
「
85
年
以

来
の
大
転
換
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
以
来
の
大

転
換
だ
と
言
う
こ
と
で
す
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
攻
撃
は
、
戦

後
最
大
の
労
働
運
動
解
体
攻
撃
で
し

た
。
し
か
し
、
労
働
組
合
の
屈
服
と

協
力
が
な
け
れ
ば
、
国
鉄
分
割
・
民

営
化
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
の
で

す
。
安
倍
の
労
働
法
制
大
改
悪
と
の

攻
防
を
主
体
的
に
捉
え
る
な
ら
、
国

鉄
分
割
・
民
営
化
以
来
の
労
働
運
動

解
体
攻
撃
と
の
全
面
対
決
で
あ
り
、

い
よ
い
よ
階
級
的
労
働
運
動
が
労
働

運
動
全
体
を
組
織
す
る
闘
い
に
入
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
攻
防
は
職
場
生
産
点
に
あ
り
ま

す
。
激
し
い
資
本
や
国
家
権
力
の
攻

撃
に
労
働
者
が
は
じ
め
か
ら
闘
え
な

か
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
当
時
も
怒
り

は
職
場
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
国

Ｊ
Ｒ
の「
第
２
の
分
割
・
民
営
化
」攻
撃
と

労
働
法
制
大
改
悪
を
一
体
で
打
ち
砕
こ
う

ライフサイクル粉砕へ動労水戸スト
「闘っても勝てないではなく、闘わなければ勝てない」と訴えてライフサイ
クル粉砕でストライキに決起した動労水戸の會澤組合員（１月２９日）


